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　社会保障をよくする宝塚の会 ( 宝塚社保協 ) は 10 月

15 日、後期高齢者医療制度の保険料の年金天引き日に合

わせ、阪急逆瀬川駅前で、社会保障の充実を求める街頭

宣伝を行った。加盟団体から８人が参加し 45 分で、12

筆の署名を集めた。

　中井通治支部長 ( 同会副会長 ) は白衣姿でマイクを握り、

「政府は医療保険制度における患者負担の大改悪を狙って

いる。許さないために、どうか皆さんの声を国会に届け

る署名にご協力を」「日本国憲法にある主権在民、男女平

等、三権分立などすばらしい理念が、実際にはそうなっ

ていない。国民も政治家も官僚も、その価値が分かって

　　　　　　　　　　　　　いない」と道往く人々に署名への協力を訴えた。

宝塚社
保協街

頭宣伝
○日　時　　11月29日　(土 )　１８時３０分～２０時

○会　場　いたみホール 3階　大会議室

　　（ 下地図参照　阪急伊丹駅より北へ徒歩約３分　JR伊丹駅より西へ徒歩約８分）

○講　師　　西宮市 ・ つちやま内科クリニック　院長

地区 （          )　医療機関名　( 　 　　　　　　　                 )

【 お申し込み 】　　ＦＡＸ ： ０７８- ３９３- １８０２

電話番号　 （　　　　　　　　　　）　FAX 番号　 （　　　　　　　　　　　）

在宅医療研究会 (11/29)「パーキンソン病について」に（　　　）人参加します。

氏名　 （          　       　　 )　

土山　雅人

※お問い合わせは、北阪神支部担当事務局（℡ 078-393-1801）横山・小西・小川まで

兵庫県保険医協会北阪神支部    第 10 回在宅医療研究会

先生

パーキンソン病について

　イギリスの開業医であったジェームス・パーキンソン
は 1817 年に「振戦麻痺について」と言う論文を発表し、
それがのちに ' パーキンソン病 ' として知られる病気に結
び付きました。最近では『バック・トゥ・ザ・フューチャー』
で知られるハリウッド俳優のマイケル・J・フォックスが
パーキンソン病であると公表し、パーキンソン病の研究
をバックアップする活動を積極的に行っています。
　200 年近くの歴史を持つパーキンソン病ですが、本格
的な治療がおこなわれるようになったのは 50年程前から
です。今ではドーパ剤をはじめ 9種類の抗パーキンソン
病薬が使われるようになり、深部脳刺激術などの外科治
療も広まってきています。治療の発展とともにパーキン
ソン病患者さんの予後も改善し、発症から 20年先を見据
えた治療やケアを考える時代になっています。
　今回はパーキンソン病について、テキストをもとに基
礎知識から最近の話題までふれたいと思います。（土山記)

～診断・治療から最近の話題まで～

参加費無料

（切り取らずにご送信ください）

中井支部長が逆瀬川駅前で白衣の訴え

署名を訴える中井支部長

「ストップ患者負担増」署名　めざせ！５万筆

受付 ・待合室に署名用紙を設置し、 患者さんに呼びかけてください

“保険で良い医療をひろげましょう”

　協会では政府が検討課題とする受診時定額負担、漢方薬や湿布薬などの保険外

しといった患者負担増計画を許さないために、「新たな患者負担増をやめ、窓口

負担の大幅軽減を求める請願」署名運動に５万筆を目標に取り組んでいます。

　会員の先生方におかれましては、受付・待合室に署名用紙を設置のうえ、患者

さんおよびそのご家族にも幅広く協力を呼びかけてください。まずはご自身・ご

家族・職員の方々の署名を協会までご返送いただきますようお願いいたします。

　署名用紙の追加をご希望の場合は、協会事務局までご連絡ください。

ストップ患者負担増！
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◆北阪神支部の会員数と組織率
　11/5 現在　医科 324 人（71％）、歯科 173 人（53％）
◆当面の支部活動
　11 月 29 日 ( 土 ) 第 10 回在宅医療研究会
　　　　「パーキンソン病について～診断・治療から最近の話題まで」
　　　　講師：つちやま内科クリニック　院長　土山雅人 先生
　　　　いたみホール　3 階大会議室　18：30 ～ (4 面案内 )

　1 月 31 日 ( 土 ) 新春政策研究会　（詳細は近日案内予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　以上を開催予定
　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1807 小西・横山・小川まで

１１月６日 ( 木 ) 伊丹市立産業・情報センター  会議室 B

第 328 回幹事会だより

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せ下さい。

TEL 078-393-1801 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　junki@doc-net.or.jp　担当； 横山まで

☆北阪神支部ニュースへの投稿を募集しています

１　支部幹事会は医療・社会保障制度の充実と、公的医療保険制度の拡充・矛盾

　　点の改善を目指し、地域間の情報交換や情勢討議、会員・市民と対話する企

　　画の充実をはかる。

２　「医療・介護総合法」「消費税増税」に基づく施策の実行を阻止するために、　

　　地区医師会など他団体との懇談、交流を推進する。

３　老人会や自治会との語り合う会を開催し、予防医学的な健康増進の話とあわ

　　せて、医療改悪の実態を住民に広く知らせていく。ワクチンに関しても、エ

　　ビデンスにもとづく情報を提供する。

４　会員拡大は、新規開業医を中心に組織率を上げていき、協会平均をめざす。

５　在宅医療研究会、臨床研究会などを開催し、地域医療の連携をはかる。

６　職員接遇研修会、医療安全管理対策研修会などをスタッフ研修の一環として

　　開催する。

７　医院経営問題など、会員が共通するテーマでの会員懇談会を開催し、自由に

　　ディスカッションできる場をもつ。

８　医科・歯科一体の活動を強め、共通するテーマで研究会を開催する。

９　会員や家族、従業員が気軽に参加できる、文化行事を企画する。

10　支部活動活性化のため、医科・歯科若手役員の確保に努める。

11　支部ニュースは、会員投稿コーナーなど内容の工夫もしながら、読まれる交

　　流紙として紙面の充実をめざす。

12　社会保障をよくする伊丹の会・同宝塚の会に役員・事務局とも参画していく。

13　医療団体として、各地の平和運動や戦争に反対する取り組みに協力する。

14　原発問題について、学び、討議する。

北阪神支部２０１４年度活動方針

　北阪神支部が 10 月５日、伊丹市立図書館ことば蔵で開催した、第 29 回支部総

会 ( 前号既報 ) で確認された 2014 年度活動方針を以下に掲載する。

■兵庫県保険医協会のホームページは

　http://www.hhk.jp/

＊生涯研修に役立つ各種研究会のご案内、おトク

　で安心な共済制度のご紹介、日々の協会活動の

　ご報告を掲載しております。

＊お知らせ＊

通話料無料　（0120）979-451

健康情報テレホンサービス

< １２月のテーマ >
月曜日　　ドライアイの話 (再放送 )

火曜日　　クリスマスと口臭

水曜日　　ストップ！窓口負担増

木曜日　　下肢静脈瘤の話

金土日　　高齢者の皮膚のかゆみ

< １１月のテーマ >
月曜日　　ドライアイの話

火曜日　　11月 8日は 「いい歯デ―」 歯の健康を守りましょう

水曜日　　痔の予防

木曜日　　高齢男性の排尿障害ー前立腺肥大症ー

金土日　　暖房器具による低温やけど


